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Bepi-Colombo MMO 搭載用磁力計の検討

The magnetic field experiment for Bepi-Colombo MMO
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我々は、日欧協力の基で検討が進められつつある大型水星探査ミッション Bepi-Colombo の磁気圏探査機 MMO へ
搭載する磁力計の検討を行なっている。水星における磁場観測の意義については、松岡他「Bepi-Colombo による
水星磁場観測の重要性と惑星科学への寄与」にて発表し、本講演では磁力計の仕様について発表する。
MMO 搭載用磁力計（MGF）はフラックスゲート方式を採用する。この方式は、これまで多くの衛星・ロケットに

用いられてきた信頼性の高い磁場観測手法で、宇宙研の衛星では「さきがけ」「あけぼの」「GEOTAIL」「のぞみ」等
で採用された。世界的には数えることの出来ないほど多くの衛星に搭載されており、「マリナー10」「ボイジャー」
「ガリレオ」「カッシーニ」等で太陽系内のあらゆる場所の磁場探査に用いられてきた。1960 年頃に始まる長い歴
史を持つが、近年更に高性能化・省電力化・小型化が図られている。
MGF は、リングコア型センサー部（MGF-S）とエレクロトニクス部（MGF-E）から成り、基本的にはフラックスゲー

ト磁力計として従来とられて来た方式と同じである。MGF-S のリングコアに巻いたドライブコイルに、MGF-E から
周期的に変化するドライブ電流を印加する。ドライブコイルの外側に巻いたピックアップコイルのピックアップ信
号を MGF-E で増幅した後にドライブ周波数の２倍の高調波を検波して積分し、リングコア内の磁束がゼロになるよ
うにフィードバック電流を流す。フィードバック電流が、磁場の出力となる。
直交三成分の磁場を測定する MGF-S と MGF-E を 1 つのセットとして、MGF は２セットの磁力計から成る。MGF-S

の一つ（outboard）は伸展ブームの先端、もう一つ（inboard）は先端からブーム長さの 1/3 のところに付けられ
る。２つのセンサーを用いて測定することにより、冗長性を持たせることだけでなく、衛星本体内の磁石や電流に
よる磁場干渉を正確に測定し自然界の磁場と分離することが可能になる。


